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研究成果の概要（和文）：　銀河進化に伴う重元素量の変化を鍵として星・星団形成の観測的理解を目指した。
大小様々な望遠鏡を駆使して分子雲の詳細観測を行い、原始星・星団の形成の様子を明らかにしてきた。具体的
には以下の３つである。(1)広帯域電波分光システムを開発し、1.85m望遠鏡での観測を実現。大型電波望遠鏡の
広帯域化の基礎技術でもある。(2)TAO・MIMIZUKUの性能向上を進め、すばる望遠鏡でのファーストライトを達
成。(3)大小のミリ波・サブミリ波望遠鏡データを駆使し、分子ガスの性質を調べ、理論研究との比較も実施。
例えば、ALMAや45m鏡等を用いた観測を通じ、星形成につながる星間物質の多様性を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：  This research aimed to understand star and star cluster formation by 
focusing on variations in metalicities associated with galaxy evolution. Various telescopes, ranging
 from small to large, were utilized to conduct detailed observations of molecular clouds, clarifying
 the distribution and properties of protostars and protostar clusters. Specifically, the following 
three achievements were made: (1) Developed a broadband radio spectroscopy system and realized the 
observations with the Osaka 1.85m telescope. This technology also forms the basis for the broadband 
capability of large radio telescopes. (2) Enhanced the performance of TAO's MIMIZUKU camera and 
achieved first light with the Subaru Telescope. (3) Employed data from various millimeter and 
submillimeter wave telescopes to study the properties of molecular gas and compared the findings 
with theoretical research. For instance, high-resolution observations revealed the diversity of 
interstellar material linked to star formation.

研究分野： 電波天文学

キーワード： 電波天文学　星・星団形成　赤外線天文学　銀河進化
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究では、大小様々な電波望遠鏡で得られたデータを活用し、ガス同士の相互作用が星間物質のフィラメン
ト形成や大質量星形成に決定的な影響を与えることを明らかにした。また、低元素量環境でも惑星系形成が可能
であることを示し、このような環境下においても、銀河系と同様の星・惑星系形成過程が普遍的であることを示
唆した。本研究では、電波望遠鏡の受信周波数範囲の広帯域化をさらに進め、同時に観測できる周波数範囲を数
倍に広げることに成功した。この広帯域化は、「アルマ望遠鏡将来開発ロードマップ」や「アルマ2計画」にも
重点項目として取り上げられており、アルマ望遠鏡や他の大型電波望遠鏡への応用が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
我々の銀河系には 1千億個を超える星が存在し、その質量の約 1割が星間ガスで構成されてい
る。星は星間ガスから形成され、星形成に伴うガスの循環サイクルが繰り返されることで、銀河
内の重元素量は増加していく。重元素は星間ガスの冷却を支配し、その後の星や星団の形成を決
定づける。このガス循環サイクルは銀河の進化において基本的な過程であり、異なる重元素量環
境での星形成を理解することが銀河進化の理解に不可欠である。 

1980 年代からのミリ波観測により、太陽系近傍の暗黒星雲内での星形成について多くの知見
が得られたが、星間ガスの循環サイクル全体を解明するには至っていない。分子雲の形成メカニ
ズムや、大質量星からの星風や紫外線、超新星爆発による分子ガス雲の散逸と形成過程など、多
くの未解明の課題が残されていた。 
ここまでの銀河系内や大小マゼラン銀河の広範な観測では、コロンビア・サーベイや名古屋大
学グループのサーベイが代表的である。ALMAの登場により、受信機の性能が飛躍的に向上し、
広域探査が進展した。これにより、銀河系全域における分子ガスの詳細な物理状態が明らかにな
り、大小マゼラン銀河における分子雲や星形成の多様性が解明されつつある。 
また、遠赤外線—サブミリ波観測や HI スペクトル観測の進展により、銀河面や大小マゼラン
雲のダスト放射分布や原始星の分布が詳細に明らかになってきている。これらの観測技術の進
歩により、星形成のメカニズムや銀河の進化に関する理解が進みつつあった。 

 
２．研究の目的 
本計画研究では、重元素量が異なる銀河系、大マゼラン雲(銀河系の 1/2 程度)、小マゼラン雲

(1/10)の分子雲の性質とそこでの星形成の詳細な比較から、重元素量が母体分子雲の性質に与え
る影響を観測的に明らかにし、大質量星を含む星団の形成機構の解明に迫る。国内外の大小ミリ
波・サブミリ波望遠鏡（口径 1.85m 単一望遠鏡から実行口径約 10kmの干渉計）を駆使すること
が特長であり、銀河内の様々な環境下での分子ガスの振る舞いを、巨大分子雲全体から分子雲コ
アを経て個々の星形成に至るまで、様々な空間・密度範囲で明らかにする。機器開発は大阪府立
大学の 1.85m 鏡による、CO, HCO+, HCN分子の複数遷移同時観測実現に集中する。これにより、
銀河面の主要星形成領域の密度 100-10000 個/cc の分子ガス分布を徹底的に明らかにする。本グ
ループのメンバーは、Mopra 22m 鏡、野辺山 45m 鏡、JCMT 15m、ASTE 10m、ALMAを用いた
観測研究を既に推進しており、本計画研究により、統一的な戦略を持って銀河スケールでの分子
雲観測研究を推進する。これらのデータを相互比較することにより、数百 pc 以内の近傍星形成
領域の分子雲から、約 50kpc 離れたマゼラン雲内の分子雲まで、ほぼ同じ実空間分解能で比較可
能な点が大きな特長である。これらにより、分子雲の質量関数、星形成率、分子雲同士の相互作
用による星形成の加速等のメカニズムや環境依存を観測的に押さえ、領域の理論研究の土台と
する。原始星団(Proto Clusters)の観測に関しては、TAO/MIMIZUKUの開発の他、海外の研究協力
者の助力も得て、Spitzer, Herschel, HST（JWST観測の立案）のデータを用いる。最近の研究では、
分子・原子ガスの相互作用・衝突が大質量星形成に本質的な影響を与えている可能性が示唆され
ており、本計画研究の中にも理論研究者を迎え、観測データとの速やかな比較研究を推進する。 
 
３．研究の方法 
 本計画研究では、大小様々な電波望遠鏡を駆使して、銀河系・マゼラン雲の分子雲を徹底的
に観測し、銀河内の様々な環境下での分子ガスの振る舞いを、巨大分子雲全体から分子雲コアを
経て個々の星形成に至るまでを網羅する大きな空間・密度のダイナミックレンジで明らかにす
ることをめざす。主要な研究項目は以下の 4 つである。1. 大阪府立大学 1.85m 鏡に 100GHz 帯
と 230GHz 帯が同時受信可能な両偏波受信機を搭載し、水素分子個数密度=数百個〜数万個/ccに
渡る分子ガスの質量・速度分布、密度・温度等を明らかにする。2. Mopra 22m 鏡、JCMT 15m 鏡、
ASTE 10m 鏡、NRO45m 鏡、NANTEN2 4m 鏡により得られたアーカイブデータを利用し、新規
観測も広範に行うことにより、銀河系内分子雲の観測を推進する。これにより、1000 個オーダ
ーの星団形成領域周囲の分子ガスの様子が明らかになり、付随する分子雲の密度、質量、相対速
度などの物理的なパラメータが星団形成にどのように影響を与えるかについて、統計的に明ら
かにする。3. マゼラン雲では、ALMA を用いた超高空間分解能観測を行う。ベースとなるデー
タは、「なんてん」・Mopraによる巨大分子雲のカタログ、Spitzer, Herschelによる原始星のカタロ
グである。今までの ALMA観測研究の実績も活かし、レガシー観測である Large Programの提出
も視野に入れる。原始星団の高分解能中間赤外線観測を可能とする、TAO/MIMIZUKUの開発も
推進する。重元素量・紫外線量が異なる環境下での星団形成の違いから、遠方の活動的銀河にお
けるスターバーストの起源、球状星団形成機構の形成機構、さらに宇宙初期における大質量天体
の形成機構の理解まで視野に入れる。4. 銀河のグローバルなシミュレーションによる分子雲形
成と分子雲相互作用、詳細な数値シミュレーションによる分子雲衝突や dense clump 形成、分子
雲衝突で形成される星からのフィードバック、等の理論モデルと観測結果を比較し、異なる環境
下における星団・星形成の基本的物理を明らかにする。 



 

 

 
 
４．研究成果 

(1) 達成した成果 
銀河進化と共に変化する重元素量を鍵として星・星団形成の観測的理解を目指している。計画
研究で開発する望遠鏡も含め、大小様々な望遠鏡を駆使して、星団形成の母体となる分子雲の徹
底的な詳細観測を実行し、それと比較すべき原始星・原始星団の分布・性質を明らかにする。具
体的には以下の３つである。（1）広帯域電波分光システムの開発に成功し、1.85m望遠鏡に搭載
しての観測を実現した。アルマ望遠鏡を初めとする大型電波望遠鏡の広帯域化の基礎となる技
術開発である。（２）TAOに搭載されるカメラ：MIMIZUKUの性能向上を進め、すばる望遠鏡で
のファーストライトを達成し、カメラの性能向上の開発にも成功した。（３）国内外の大小ミリ
波・サブミリ波望遠鏡の新規・アーカイブデータも駆使し、分子ガスの詳細な性質を巨大分子雲
から個々の星形成のスケールまで広範かつ連続的に調べ、理論研究との比較も実施してきた。例
えば、ALMAを用いた大小質量星形成領域・超新星残骸の高分解能観測、45m 鏡・ASTE 等を用
いた銀河系・系外銀河の観測、を通して、フィラメント構造を含む星形成につながる星間物質の
多様性を明らかにしてきた。計画研究でカバーできない星間化学や磁場、大質量原始星円盤など
に関しては、公募研究により対応できている。 
以下に、本研究領域により得られた成果について具体的に述べる。 
- 1.85m望遠鏡 
  230GHz, 345GHz 帯の超伝導受信機、及びその周波数帯域をカバーしたホーンを用いて中間

周波数(IF)帯で 4-21GHz(当初予定より 3GHz 広い)をカバーする受信機システムを構築し、それ
ぞれの周波数帯で 12CO, 13CO, C18Oの合計 6スペクトルの同時観測可能なシステムの実験室実験
に成功した (Masui et al. 2021, Yamasaki et al. 2021、図 1-3)。また、望遠鏡のオーバーホール、リ
モート観測システムの刷新を行い、現在設置されている野辺山宇宙電波観測所での完全なリモ
ート観測を実現している。 

- MIMIZUKUの現状について 
 オートガイダー・シャックハルトマンセンサーに関しては、V-bandから I-band化に伴い光学
系を再設計し、仕様を満たすシステム設計が完了した。なお、TAO望遠鏡に関しては、望遠鏡本
体は令和 2年度中に完成予定、サイト・インフラ整備に関しては、2020/01から基礎工事を開始
している。 

- 様々な望遠鏡を用いた分子雲における星形成研究、関連する理論研究 
 上記の研究・開発と平行して、様々な望遠鏡を用いた分子雲における星形成研究や、関連す
る理論研究を推進している。観測研究においては、ALMA, 45m 鏡・ASTE 等を用いた大小質量
星形成領域・超新星残骸の高分解能観測、銀河系・系外銀河広域の観測、を通して、フィラメン
ト構造を含む星形成につながる星間物質の多様性を明らかにしてきた (M33 の観測例を図 4 に
示す)。重元素量によらず、大規模星形成が分子雲同士の相互作用により引き起こされているこ
とを明らかにした。また、重元素量が銀河系の 1/5である小マゼラン雲において、原始星からの
分子ガスアウトフローを初めて検出し (図 5)、このような低元素量下においても、銀河系同様に、
惑星系形成に繋がるディスク形成が見られることが明らかになった。さらに、小質量星形成直前
の分子雲の観測については、計画研究 A01 との共同研究で成果が出ている。また、理論研究に
おいては、上記の多くの観測論文に理論的裏付けを与えるべく参加しており、また、星間ガスの
相互作用等を通した様々な構造形成の研究も推進している。 

 
(2) 当該学問分野や関連学問分野に与えたインパクトや波及効果 
本研究では、大小様々な電波望遠鏡で得られたデータを用いることにより、様々なスケールで
のガス同士の相互作用が星間物質のフィラメント形成や大質量星形成機構に決定的な影響を与
えていることを観測的・理論的に明らかにしてきた。重元素量が銀河系の 1/5である小マゼラン
雲の観測では、分子雲コアの中心に存在する原始星から、銀河系と同様の性質を持つ分子ガスア
ウトフローを初めて検出、つまり、銀河系と同様の原始惑星系円盤が形成されているとの示唆を
得た（図 4）。これは、低重元素量下においても、分子雲から原始星・原始惑星系円盤形成までの
進化過程はユニバーサルであることを示している。 
アルマ望遠鏡やその開発に伴う受信機の高感度化は、星・惑星誕生のメカニズムの解明などに
大きな発展をもたらしてきた。一方、様々な分子から放出される電波は、様々な周波数で放射さ
れるため、広い周波数範囲を一度に観測できる受信システムの開発が追求されてきた。本研究で
は、その周波数範囲の広帯域化をさらに進め、同時に観測できる周波数範囲を数倍に広げること
に成功した。この広帯域化は、「アルマ望遠鏡将来開発ロードマップ」や「アルマ 2計画」にも
重点項目として取り上げられており、アルマ望遠鏡や他の大型電波望遠鏡への応用が期待され
る。 

 
 

 
 



 

 

   
 
図 1 左：大阪公立大学の 1.85m 電波望遠鏡。国立天文台野辺山宇宙電波観測所で運用されてい

る。普段は、電波透過膜で作られたレドームで覆われている。右：本研究で開発した、広帯域受

信システムの写真 
 

 
図 2 今回開発された広帯域受信機システムの模式図。右図は、アルマ望遠鏡のバンド 7 周波

数帯域の受信機システムの模式図。Credit: 大阪府立大学/国立天文台 
 
 

 
図 3 今回開発された広帯域受信機で同時に観測された、一酸化炭素分子とその同位体分子から

の 6つの電波輝線。観測した天体は、オリオン大星雲内の「オリオン KL」と呼ばれる領域。 
 
 
 
 



 

 

 
 

図 4 系外銀河M33の ALMAを用いた分子雲観測 
 

 
 
図 5 (左)欧州宇宙機関のハーシェル宇宙天文台が遠赤外線で観測した小マゼラン雲と(右)
原始星 Y246 からの双極分子流。シアンおよび赤色で示した部分がそれぞれ地球に近づく

方向および遠ざかる方向に毎秒 15km 以上の速さで運動している。クロスは原始星の位置

を示している。Tokuda et al. (2022), ApJL, 936 ,L6 
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 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

広帯域 IF(4-21GHz) 出力を持つ SIS 受信機に付加される LO 系起因の過剰雑音

Atacama Compact Arrayによる渦巻銀河M33の12CO,13CO J = 2－1広域観測

デジタル分光計XFFTSへの2.5－5 GHz入力の検討

導波管の周波数帯域限界に迫る210－375 GHz帯コルゲートホーンの開発進捗

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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2020年
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日本天文学会2020年春期年会

日本天文学会2020年春期年会

上田翔汰, 松本健, 近藤滉, 高嶋辰幸, 小西諒太郎, 後藤健太, 西村淳, 大西利和, 小川英夫 (大阪府立 大学)

山崎康正, 大川将勢, 南大晴, 横山航希, 増井翔, 上田翔汰, 岡田望, 西村淳, 大西利和, 小川英夫 (大阪 府立大学), 長谷川豊
(ISAS/JAXA), 木村公洋 (名古屋大学), Alvaro Gonzalez, 小嶋崇文, 金子慶子, 坂井了 (NAOJ)

徳田一起, Zahorecz Sarolta (大阪府大/国立天文台), 藤城翔, 立原研悟, 福井康雄, 犬塚修一郎 (名古 屋大), 西合一矢, 河村晶子 (国
立天文台), 松本倫明 (法政大), 町田正博 (九州大), 富田賢吾 (大阪大), 高嶋辰幸, 大西利和 (大阪府大)

藤城翔, 立原研悟, 福井康雄, 犬塚修一郎 (名古屋大), 徳田一起, Zahorecz Sarolta (大阪府大/国立天 文台), 西合一矢, 河村晶子 (国
立天文台), 松本倫明 (法政大), 町田正博 (九州大), 富田賢吾 (大阪大), 高嶋辰幸, 大西利和 (大阪府大)

日本天文学会2020年春期年会

日本天文学会2020年春期年会
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 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

1.85 m 電波望遠鏡 / 受信機制御のためのシステム開発進捗

210 - 375 GHz帯広帯域コルゲートホーンの開発

ALMA ACA サーベイで探る Taurus 領域分子雲コア進化の統計的研究 (2):1 mm 帯連続波で検出された分子雲コアの内部構造

ALMA ACA サーベイで探る Taurus 領域分子雲コア進化の統計的研究 (3):ファーストコア候補天体 MC35/L1535NE

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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 ３．学会等名

 ３．学会等名
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日本天文学会2020年春期年会

日本天文学会2020年春期年会

日本天文学会2020年春期年会

日本天文学会2020年春期年会

小西諒太朗, 村岡和幸, 大西利和 (大阪府立大学), 徳田一起 (NAOJ/大阪府立大学), 榎谷玲依, 福井康雄 (名古屋大学)

河野樹人, 立原研悟, 藤田真司, 佐野栄俊, 花岡美咲, 大浜晶生, 福井康雄 (名古屋大), 鳥居和史, 梅本 智文, 松尾光洋 (国立天文台野
辺山), 久野成夫, 栗木美香 (筑波大), 徳田一起 (大阪府大/国立天文台), 切通僚介, 西村淳, 大西利和 (大阪府大)ら

Sarolta Zahorecz, (Osaka Pref. Univ. / NAOJ), Toshikazu Onishi (Osaka Pref. Univ.), Kazuki Tokuda (Osaka Pref. Univ. /
NAOJ), Akiko Kawamura (NAOJ), Takashi Shimonishi (Tohoku University)

近藤滉, 村岡和幸, 西村淳, 大西利和 (大阪府立大学), 徳田一起 (大阪府立大学/国立天文台), 濤崎智佳 (上越教育大学), 三浦理絵, 西
合一矢, 河村晶子, 鳥居和史 (国立天文台), 小野寺幸子 (明星大学), 久野 成夫 (筑波大学), 立原研悟, 藤田真司, 福井康雄 (名古屋大
学)

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

NGC253 中心におけるループ状分子ガスの観測的研究

NRO 銀河面サーベイプロジェクト (FUGIN): 巨大分子雲複合体 W43 における高密度ガスと大質量星形成シナリオ III

Searching for hot cores in the Small Magellanic Cloud

ALMA による渦巻銀河 M33 の巨大分子雲の高分解能観測 (4) : 星形成が不活発な巨大分子雲の性質

 １．発表者名
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2020年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本天文学会2020年春期年会

新学術領域「星惑星形成」シンポジウム

 ３．学会等名

 ３．学会等名

大西利和

 ２．発表標題

田村陽一, 木村公洋, 谷口暁星, 上田哲太朗 (名古屋大), 川邉良平, 川口則幸, 南谷哲宏, 大島泰 (国立 天文台), 深作悠平, 久野成夫
(筑波大), 岡田望, 小川英夫, 大西利和 (大阪府立大), 栗田光樹夫 (京都 大), 河野孝太郎, 竹腰達哉 (東京大)

深作悠平, 久野成夫 (筑波大), 田村陽一, 木村公洋, 谷口暁星, 上田哲太朗, 川邉良平, 川口則幸, 南谷 哲宏, 大島泰 (国立天文台),
岡田望, 小川英夫, 大西利和 (大阪府立大), 栗田光樹夫 (京都大), 河野孝太 郎, 竹腰達哉 (東京大)

増井翔, 南大晴, 横山航希, 大川将勢, 山崎康正, 上田翔汰, 西村淳, 大西利和, 小川英夫 (大阪府大), 長 谷川豊 (ISAS/JAXA), 小嶋崇
文, Alvaro Gonzalez(NAOJ)

日本天文学会2020年春期年会

日本天文学会2020年春期年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Ｂ０１班の進捗

ミリ波補償光学の開発 III. 開口面干渉型波面センサの概要

ミリ波補償光学の開発IV.波面センサ用送信機サブシステムの開発と評価

大阪府大 1.85 m 望遠鏡 230, 345 GHz 帯 CO 同位体 6 輝線の同時観測に向けた広帯域受信機システムの開発

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Magnetic Fields in the Universe XII（招待講演）（国際学会）

日本天文学会2019年秋期年会

Tsuyoshi Inoue

山崎康正, 横山航希, 増井翔, 上田翔汰, 岡田望, 西村淳, 大西利和, 小川英夫 (大阪府大), 長谷川豊 (ISAS/JAXA), 徳田一起 (NAOJ/大
阪府大), 木村公洋 (名大), 小嶋崇文, 金子慶子, 坂井了 (NAOJ)

近藤滉、上田翔汰、高嶋辰幸、小西諒太朗、西村淳、大西利和、小川英夫(大阪府立大学)、甘利涼湖、堤稔喜(山口大学)、逆井啓佑、塩谷
一樹、立原研悟(名古屋大学)

藤城翔, 立原研悟, 福井康雄 (名古屋大学理) 高嶋辰幸, 大西利和 (大阪府立大学) 徳田一起 (大阪府立 大/国立天文台) 西合一矢 (国立
天文台) 松本倫明 (法政大学)

日本天文学会2019年秋期年会

日本天文学会2019年秋期年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Magnetic Field Amplification by Bell's Cosmic-ray Streaming Instability in Supernova Remnants

1.85 m望遠鏡210-370 GHz帯広帯域光学系の開発進捗-ビーム伝送系及びコルゲートホーンの設計-

1.85m 電波望遠鏡/受信機制御のためのシステム開発

ALMA ACAサーベイで探るTaurus領域分子雲コア進化の統計的研究(1)

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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 ３．学会等名
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日本天文学会2019年秋期年会

日本天文学会2019年秋期年会

日本天文学会2019年秋期年会

日本天文学会2019年秋期年会

村岡和幸, 近藤滉, 西村淳, 大西利和(大阪府立大学), 徳田一起(大阪府立大学/国立天文台), 濤崎 智佳(上越教育大学), 三浦理絵, 西合
一矢, 河村晶子, 鳥居和史(国立天文台), 小野寺幸子(明星 大学), 久野成夫(筑波大学), 立原研悟, 藤田真司, 福井康雄(名古屋大学)

徳田一起 (大阪府大/国立天文台), 近藤滉, 村岡和幸, 西村淳, 大西利和 (大阪府立大学), 濤崎智佳 (上 越教育大学), 三浦理絵, 西合
一矢, 河村晶子, 鳥居和史 (国立天文台), 小野寺幸子 (明星大学), 久野成 夫 (筑波大学), 藤田真司, 立原研悟, 福井康雄 (名古屋大)

小西諒太朗, 村岡和幸, 大西利和 (大阪府立大), 徳田一起 (大阪府立大/NAOJ), 榎谷玲依 (名古屋大学)

近藤滉, 村岡和幸, 西村淳, 大西利和 (大阪府立大学), 徳田一起 (大阪府立大学/国立天文台), 濤崎智佳 (上越教育大学), 三浦理絵, 西
合一矢, 河村晶子, 鳥居和史 (国立天文台), 小野寺幸子 (明星大学), 久野 成夫 (筑波大学), 立原研悟, 藤田真司, 福井康雄 (名古屋大
学)

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ALMA による渦巻銀河 M33 の巨大分子雲の高分解能観測 (2): NGC 604 における星形成とフィードバック

ALMA による渦巻銀河 M33 の巨大分子雲の高分解能観測 (3): フィラメント状分子雲と原始星アウトフローの検出

ALMA観測によるNGC 253円盤領域の分子ガス速度構造の調査

ALMA による渦巻銀河 M33 の巨大分子雲の高分解能観測 (1) : 観測の概要

 １．発表者名
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 ３．学会等名

日本天文学会2019年秋期年会

日本天文学会2019年秋期年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

山根悠望子, 佐野栄俊, 柘植紀節, 立原研悟, 福井康雄 (名古屋大学), 徳田一起 (NAOJ/大阪府立大学), 大西利和 (大阪府立大学),
Omnarayani Nayak, Margaret Meixner (Johns Hopkins 大学)

 ２．発表標題

上田翔汰, 西村淳, 大西利和 (大阪府立大), 鳥居和史, 竹川俊也 (NRO), 吉田大輔, 井上剛志, 藤田真 司, 川西康友 (名古屋大), 伊藤
篤史 (NIFS), 徳田一起 (大阪府立大/NAOJ), 松尾太郎 (大阪大)

Sarolta Zahorecz, (Osaka Pref. Univ. / NAOJ), Izaskun Jimenez-Serra (CSIC/INTA, Spain), Leonardo Testi (ESO, Germany), Ke
Wang (KIAA-PKU, China), Francesco Fontani (INAF, Italy), Paola Caselli (MPE, Germany), Katharina Immer (JIVE, Netherlands),
Toshikazu Onishi (Osaka Pref. Univ.)

齋藤弘雄, 久野成夫 (筑波大), 梅本智文, 鳥居和史, 西村淳, 長谷川哲夫, 松尾光洋, 南谷哲宏 (NAOJ), 河野樹人, 西村淳, 藤田真司
(名古屋大), 半田利弘, 中西裕之 (鹿児島大), 瀬田 益道 (関西学院大), 小 野寺幸子 (明星大), 濤崎智佳 (上越教育大), 大西利和, 徳
田一起 (大阪府立大), 他 FUGIN チーム

日本天文学会2019年秋期年会

日本天文学会2019年秋期年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

大マゼラン雲のスーパーバブル30 Doradus C における大質量星形成

Convolutional Neural Networkを用いた赤外線リング構造の識別

Formaldehyde deuteration in Galactic high-mass star-forming cores

NRO 銀河面サーベイプロジェクト (FUGIN):銀河系内域における分子雲同定 3

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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日本天文学会2019年秋期年会

増井翔, 山崎康正, 横山航希, 上田翔汰, 岡田望, 西村淳, 大西利和, 小川英夫 (大阪府大), 長谷川豊 (ISAS/JAXA), 徳田一起 (大阪府
大/NAOJ), 木村公洋 (名古屋大), 小嶋崇文, Alvaro Gonzalez(NAOJ)

横山航希, 山崎康正, 増井翔, 上田翔汰, 岡田望, 西村淳, 大西利和, 小川英夫 (大阪府立大学), 長谷川 豊 (ISAS/JAXA), 徳田一起
(NAOJ/大阪府立大学), 木村公洋 (名古屋大学), 小嶋崇文 (NAOJ)

高嶋辰幸, 山崎康正, 大西利和 (大阪府大), 徳田一起, Sarolta Zahorecz(大阪府大/国立天文台), 西合 一矢, 河村晶子, 南谷哲宏 (国
立天文台), 福井康雄, 立原研悟, 藤城翔 (名古屋大), 松本倫明 (法政大)

西村淳, 上田翔汰, 大西利和 (大阪府立大), 藤田真司, 河野樹人, 堤大陸, 立原研悟, 福井康雄 (名古屋 大), 徳田一起 (大阪府立大/国
立天文台), 鳥居和史, 宮本祐介, 南谷哲宏, 西合一矢 (国立天文台), 半田 利弘 (鹿児島大)

日本天文学会2019年秋期年会

日本天文学会2019年秋期年会

 ２．発表標題
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 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

大阪府大1.85 m望遠鏡210-375 GHz帯同時観測用導波管フィルタの開発

大阪府大1.85 m望遠鏡広帯域観測へ向けた局部発振器系の検討

野辺山45m望遠鏡を用いたH13CO+, N2H+ 輝線観測に基づくおうし座分子雲 の広域分子雲コアの探査

銀河系 Local Spur における分子ガスの密度進化

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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2019年

 ２．発表標題
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Mid-infrared Astronomy Past 20 years and Future 20 years（国際学会）

From Stars to Planets II（国際学会）

9th East-asia School and Workshop on Laboratory, Space, and Astrophysical Plasmas（招待講演）（国際学会）

European Week of Astronomy & Space Science（招待講演）（国際学会）

Toshikazu Onishi

Tsuyoshi Inoue

Tsuyoshi Inoue

Toshikazu Onishi

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

High-mass star formation under various environments probed in the Magellanic Clouds

Plasma Dynamics in Interstellar Molecular Clouds

Influences of Shock Propagation on Molecular Cloud Dynamics

Formation of deeply embedded proto-clusters in molecular clouds; the importance of the spatially resolved observations

 １．発表者名
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2019年
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2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The Wonders of Star Formation（国際学会）

The Wonders of Star Formation（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Kazuki Tokuda

 ２．発表標題

Tomida K.

Tomida K.

Toshikazu Onishi

Zooming in on Star Formation（招待講演）（国際学会）

Workshop on Star Formation（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

A detailed ALMA study of an early stage protostar formation in a highly dense core

Formation and Early Evolution of Circumstellar Disks

Formation and Early Evolution of Protoplanetary Disks

High-mass star formation in GMCs in the Magellanic Clouds

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
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http://www.astro.s.omu.ac.jp 
19万光年彼方の小マゼラン雲から星の産声をキャッチ!  
http://www.astro.s.omu.ac.jp/news/2022/20220829.html 
お隣の銀河で星の産声を捉えた!100億年前から星が誕生するメカニズムは変わらない!? 
https://www.omu.ac.jp/info/research_news/entry-01897.html 
世界初! AIが描く 天の川銀河のガス雲分布 約14万個の「星の誕生候補地」を推定 
https://www.omu.ac.jp/info/research_news/entry-04010.html 
世界初！宇宙空間の多くの分子からの電波を同時に受信するシステムの開発に成功 
https://www.osakafu-u.ac.jp/press-release/pr20210708/ 
天の川銀河の腕間にて巨大フィラメント状ガス雲を発見、そして星団形成の起源を解明！ 
https://www.osakafu-u.ac.jp/news/nws20220329/ 
アルマ望遠鏡が追う星のヒナ誕生までの10万年―星の卵の「国勢調査」― 
https://www.osakafu-u.ac.jp/press-release/pr20200807/ 
大マゼラン雲における大質量星形成をとらえた 
https://www.osakafu-u.ac.jp/press-release/pr20191114/
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